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今
年
も
強
調
月
間
の
季
節
が
き
ま
し
た

日
に
日
に
深
ま
る
秋
。
秋
の
日
は
釣つ

る

瓶べ

落お

と
し
と
は
、
よ
く
言
っ
た
も
の
で
す
。
い
つ

の
間
に
か
日
が
暮
れ
る
の
は
少
々
寂
し
い
も

の
で
す
が
、
暑
い
夏
を
乗
り
越
え
、
よ
う
や

く
気
持
ち
の
よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
、
読
書
、
食
欲
な
ど
、
こ
の
季
節
を

形
容
す
る
言
葉
は
多
く
、
何
を
し
て
も
楽
し

め
そ
う
で
す
が
、
も
う
一
つ
「
文
化
の
秋
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
文
化
財
係
で
は
、

文
化
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
区

内
に
伝
え
ら
れ
た
「
さ
ま
ざ
ま
な
技
」
を
一

挙
公
開
し
、
江
東
区
の
歴
史
と
文
化
を
体
感

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

貯ち
ょ

木ぼ
く

場じ
ょ
うで

あ
っ
た
木
場
や
佐
賀
町
な
ど
の

倉
庫
街
、
富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
や
砂
町
の
農

村
地
帯
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
を
舞
台
に
芸
能

化
し
た
民
俗
芸
能
の
公
開
、
伝
統
的
な
技
術

を
基
礎
に
モ
ノ
作
り
に
携
わ
る
職
人
が
、
そ

の
技
術
を
公
開
す
る
伝
統
工
芸
展
、
さ
ら
に

は
区
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
文
化
財
講
演
会
な
ど
、
そ
の
内
容
は

多た

き岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京
文
化
財

ウ
ィ
ー
ク
の
一
環
と
し
て
、
都
内
9
区
に
よ

る
古
民
家
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
江
東
区

は
、
南
砂
に
あ
る
旧
大
石
家
住
宅
が
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
東
京
区
政
会
館
（
千
代
田
区

飯
田
橋
）
で
は
展
示
も
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
は
2
・
3
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆

様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○平成30年度　文化財保護強調月間
歴史と文化を考えよう
・民俗芸能大会・文化財講演会　
・東京9区文化財古民家めぐり
・江東区伝統工芸展

○明治期の旧大名家邸宅
〜土屋家下屋敷と清水かつら〜

○絵図に見る竪川周辺
元佐倉道とは

○江東の古道をゆく⑥
閻魔堂橋・黒亀橋・富岡橋とその道筋

○江東歴史紀行
深川六間堀の痕跡

平成30年度　文化財保護強調月間

広重　「名所江戸百景　深川十万坪」
（国立国会図書館デジタルコレクション）
広重　「名所江戸百景　深川十万坪」
（国立国会図書館デジタルコレクション）



民
俗
芸
能
大
会
10
月
21
日（
日
）

会
場
　
都
立
木
場
公
園

「
東
京
９
区
文
化
財

古
民
家
め
ぐ
り
」

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク 
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0
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文
化
財
講
演
会
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【
午
前
11
時
〜
12
時
30
分
】

場
所　

木
場
公
園
内
入
口
広
場

木
場
の
角
乗�
東
京
木
場
角
乗
保
存
会

江
戸
時
代
、
木
場
の
筏い

か
だ
し師
（
川か

わ
な
み並
）
は
、

鳶と
び

口く
ち

一
つ
で
材
木
を
筏
に
組
ん
で
い
ま
し

た
。
角
乗
は
、
そ
の
仕
事
の
余
技
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

【
午
後
1
時
〜
3
時
50
分
】

場
所　

木
場
公
園
内
ふ
れ
あ
い
広
場

木
場
の
木
遣�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
の
川
並
衆
が
材
木
を
操
る
時
、
お
互

い
の
息
を
合
わ
せ
る
た
め
、
歌
わ
れ
た
労
働

歌
で
す
。

木
場
の
木
遣
念
仏�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
大
数
珠
を

手た

ぐ繰
り
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。

砂
村
囃
子�

砂
村
囃
子
睦
会

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香
取
明
神
社

（
現
葛
飾
区
葛
西
神
社
）
の
神
官
が
百
姓
に
教

え
た
祭
囃
子
の
流
れ
を
汲
む
お
囃
子
で
す
。

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
で
神
輿
の
先
頭
に
立

ち
、
木
遣
を
歌
い
な
が
ら
、
男
髷ま

げ

に
裁た

っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴

と
い
う
粋
な
い
で
た
ち
で
練
り
歩
き
ま
す
。

昔
は
、
辰
巳
芸
者
が
行
い
ま
し
た
。

深
川
の
力
持�

深
川
力
持
睦
会

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
帯
で
あ
っ
た
佐
賀

辺
り
で
、
米
俵
や
酒
樽
な
ど
の
運
搬
を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸
能
化
し
ま
し
た
。

期
間	

10
月
1
日（
月
）〜
11
月
30
日（
金
）

都
内
9
区
（
足
立
・
板
橋
・
江
戸
川
・
北
・

江
東
・
杉
並
・
世
田
谷
・
練
馬
・
目
黒
）
が

参
加
し
て
、
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
古
民
家

を
紹
介
し
ま
す
。
東
京
区
政
会
館
（
千
代
田

区
飯
田
橋
3
―

5
―

1
）
1
階
で
は
、
10
月
4

日
（
木
）
〜
11
月
8
日
（
木
）
の
期
間
に
「
古

民
家
復
元
」
と
題
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。

江
東
区
内
に
は
、
江
戸
時
代
の
民
家
建
築
で

あ
る
旧
大
石
家
住
宅
が
、仙
台
堀
川
公
園
内（
南

砂
5
―
24
地
先
）
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
館
日　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

「
ガ
ラ
ス
原
板
写
真
に
み
る

1
5
0
年
前
の
日
本
の
風
景
（
仮
）」

オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
に
現
存
す
る
明
治

維
新
期
の
日
本
で
撮
影
も
し
く
は
収
集
さ
れ

た
ガ
ラ
ス
原
板
の
調
査
（
デ
ジ
タ
ル
撮
影
）

が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
古
写
真
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
っ
て
平
成
22
年
以
降
、

7
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な

か
に
は
、
洲
崎
神
社
や
亀
戸
天
神
社
な
ど
江

東
区
域
の
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
で
あ
る
保
谷
徹
氏
（
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
所
長
）
に
、
ガ
ラ
ス
原
板
の

画
像
デ
ー
タ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）
を
使
っ

て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
（
水
）

　
　
　

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

会
場　

江
東
区
教
育
セ
ン
タ
ー
1
階

入
場
無
料

　
　
　

大
研
修
室
（
江
東
区
東
陽
2
―
3
―
6
）

定
員　

1
5
0
人
（
先
着
順
）

永代通り

東京メトロ東西線

都営新宿線

小名木川

深川不動堂
富岡八幡宮

菊川

新大橋通り

清洲橋通り

森下
深川
神明宮

森下五丁目
バス停

木場四丁目
　　　バス停

霊巌寺

採茶庵跡

葛西橋通り

清澄
白河

木場

高橋のらくろード

高
橋

東
京
都
現
代
美
術
館

木
場
公
園

都
営
大
江
戸
線

三
ツ
目
通
り

大
門
通
り

海
辺
橋

清
澄
通
り

木
場
親
水
公
園

東京メトロ半蔵門線
深川江戸資料館深川江戸資料館

ふれあい広場ふれあい広場

入口広場入口広場

会場
●都立木場公園（木場4丁目）入口広場・

ふれあい広場
交通　
●東京メトロ東西線「木場駅」下車徒歩5分
●都営地下鉄大江戸線「清澄白河駅」・都営

地下鉄新宿線「菊川駅」下車徒歩15分
●都営バス 業10 〔とうきょうスカイツリー駅

前～新橋〕木場4丁目下車



無
形
文
化
財
公
開
事
業

江
東
区
伝
統
工
芸
展

江
東
区
伝
統
工
芸
展

無
形
文
化
財
公
開
事
業

日
時
　
11
月
1
日（
木
）〜
11
月
4
日（
日
）　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

会
場
　
深
川
江
戸
資
料
館
　
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
28
）

入
場
無
料

実演公開日程表
日程 技術「体験内容」 保持者
11/1

（木）
あめ細工 青木　喜
紋章上絵 石合信也
刀剣研磨 臼木良彦
江戸切子 「小皿 費用1,000円」 小林淑郎
無地染 「絞り染め 費用2,000円」 近藤良治

更紗染 佐野利夫
佐野勇二

帯製作 杉浦正雄
11/2

（金）
あめ細工 青木　喜
べっ甲細工 「イヤリング 費用2,000円」 磯貝　實
表具 「一閑張 費用1,000円」 岩崎　晃

更紗染 「東海道五十三次額絵・蒲原
費用2,500円」

佐野利夫
佐野勇二

襖榾・襖椽 鈴木延坦
相撲呼出し裁着袴製作 富永　皓

建具 「組子コースター費用
1,000円・1,500円・2,500円」 友國三郎

11/3
（土・祝）

あめ細工 青木　喜
紋章上絵 亀山晴男
鍛金 「まいご札 費用1,000円」 佐生明義

更紗染 「東海道五十三次額絵・蒲原
費用2,500円」

佐野利夫
佐野勇二

すだれ製作「手編み 費用500円」 豊田　勇
染色補正 丸田常廣

茶の湯指物「箸費用1,000円／
小箱費用1,500円」 山田一彦

11/4
（日）

あめ細工 青木　喜
表具 「一閑張 費用1,000円」 岩崎　晃
刀剣研磨 臼木良彦

更紗染 「東海道五十三次額絵・蒲原
費用2,500円」

佐野利夫
佐野勇二

茶の湯指物「箸費用1,000円／
小箱費用1,500円」 山田一彦

手描友禅 和田宣明
木彫刻 「根付費用500円〜 2,000円」 渡邉美憲

（順不同・敬称略）
※都合により変更する場合もあります。ご了承ください。
   の技術は体験ができます。申込みは当日会場で。

木場IC

東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

深川江戸資料館
－案内図－

●東京メトロ半蔵門線・都営地下鉄大江戸線
　「清澄白河」駅下車　A3出口　徒歩3分
●都営バス門33系統 「清澄庭園前」下車　徒歩3分
●都営バス秋26系統 「清澄白河駅」下車　徒歩4分

会場・深川江戸資料館への交通
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本
展
で
は
、
伝
統
工
芸
の
技
を
受
け
継
ぐ

区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ
る
実
演
・
体
験

を
行
い
ま
す
（
左
日
程
表
参
照
）。
今
回
の

特
集
は
更
紗
染
（
佐
野
利
夫
・
佐
野
勇
二
）

で
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

伝
統
工
芸
品
即
売
（
会
期
中
）

会
場
内
で
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
に

よ
る
工
芸
品
の
即
売
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た

と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
是
非
ど
う
ぞ
。

技
の
体
験
（
実
費
が
か
か
り
ま
す
）

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
1
時
〜
午
後
3
時

左
日
程
表
の
う
ち
、
■
■
■
の
技
術
で
体

験
が
で
き
ま

す
。
申
込
は
会

場
で
直
接
職
人

さ
ん
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
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江
戸
時
代
の
江
東
区
域
に
は
、
全
国
各
地

の
大
名
屋
敷
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
初
年
、政
府
に
よ
っ

て
居
住
の
屋
敷
を
除
い
て
上
地
さ
れ
ま
す

が
、
江
東
区
域
を
居
住
地
に
選
ん
だ
「
殿
様
」

も
何
人
か
確
認
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
安
政

開
港
期
の
外
国
と
の
交
渉
に
携
わ
っ
た
老
中

堀
田
正
睦
の
子
で
あ
る
正
倫
は
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）に
深
川
佐
賀
町
に
転
居
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
麻
布
笄
町
に
あ
っ
た
屋
敷
が
開
拓

使
官
園
と
し
て
上
地
さ
れ
た
代
地
と
し
て
深

川
佐
賀
町
の
屋
敷
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
し
た
。
正
倫
は
明
治
二
三
年
に
佐

倉
へ
移
る
ま
で
、
深
川
邸
に
居
住
し
ま
す
。

正
倫
と
同
じ
よ
う
に
深
川
に
住
ん
だ
殿

様
の
一
人
に
、
旧
土
浦
藩
主
の
土
屋
挙し

げ
な
お直

が

い
ま
し
た
。
堀
田
家
と
は
異
な
り
、
土
屋
家

は
一
七
世
紀
に
は
小
名
木
川
北
岸
に
屋
敷
を

拝
領
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
に
神
田
小
川
町
に
あ
っ
た
上

屋
敷
が
幕
府
の
洋
式
歩
兵
部
隊
の
屯
所
と
し

て
設
定
さ
れ
た
た
め
、
小
名
木
川
の
下
屋
敷

を
居
屋
敷
と
し
て
い
ま
す
。
挙
直
は
、
嘉
永

五
年
（
一
八
五
二
）
に
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭

の
一
七
男
と
し
て
江
戸
小
石
川
邸
に
て
誕
生

し
ま
す
。
の
ち
に
土
浦
藩
主
土
屋
寅と

も
な
お直

の
養

子
と
な
り
、
明
治
元
年
に
養
父
寅
直
隠
居
に

と
も
な
っ
て
土
屋
家
の
家
督
を
相
続
し
ま
し

た
。
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
の
時
に
は
、
小

名
木
川
の
屋
敷
も
一
部
収
公
さ
れ
ま
す
が
、

残
り
は
引
き
続
き
自
分
の
居
宅
と
し
て
使
っ

て
い
ま
し
た
。

挙
直
は
明
治
六
年
、
東
京
府
第
六
大
区
四
・

五
小
区
の
小
学
校
新
築
に
際
し
て
、
金
二
万

円
を
寄
付
し
て
お
り
、
そ
れ
を
う
け
て
こ
の

小
学
校
は
土
屋
学
校
と
命
名
さ
れ
ま
し
た

（
現
深
川
小
学
校
）。
そ
れ
以
外
に
も
深
川
区

役
所
の
新
築
費
用
な
ど
、
自
分
の
居
住
し
て

い
た
深
川
区
に
対
し
て
援
助
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
挙
直
は
、
同
九
年

に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
博
覧
会
の
御
用
掛
と
し
て
徳
川
昭
武
に
随

行
し
、
帰
国
後
は
内
務
省
勧
農
局
の
御
用
掛

と
し
て
新
宿
試
験
所
や
下
総
牧
草
場
な
ど
に

勤
務
し
ま
し
た
。
同
一
四
年
に
官
を
辞
し
て
、

旧
藩
領
で
あ
る
信
太
郡
大
形
村
の
土
地
を
拝

借
し
、
旧
藩
士
の
授
産
事
業
と
し
て
開
墾
会

社
樹
藝
社
も
設
立
し
ま
す
が
、
同
二
五
年
に

四
一
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
す
。
ち
な
み

に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
土

屋
家
は
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
深
川

区
富
川
町
三
番
地
の
小
名
木
川
屋
敷
を
売
却

し
、
豊
多
摩
郡
千
駄
ヶ
谷
町
穏
田
（
現
渋
谷

区
）
に
転
居
し
て
い
ま
す
。

殿
様
が
住
む
と
な
れ
ば
、
当
然
旧
藩
士
た

ち
の
何
人
か
は
家
令
や
家
扶
な
ど
、
殿
様
の

家
に
住
み
込
ん
で
働
く
人
も
い
ま
す
。
旧
藩

士
清
水
貞
之
助
の
長
男
桂
は
明
治
三
一
年
に

深
川
で
生
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
「
靴
が
鳴

る
」
や
「
み
ど
り
の
そ
よ
風
」
な
ど
で
知
ら

れ
る
童
謡
作
家
「
清
水
か
つ
ら
」
で
す
。
別

府
明
雄
『
あ
し
た
に　

童
謡
詩
人
清
水
か

つ
ら
』（
郁
朋
社　

二
〇
〇
五
）
に
よ
れ
ば
、

か
つ
ら
が
生
ま
れ
育
っ
た
家
宅
は
「
庭
に
魚

取
り
の
投
網
を
打
て
る
ほ
ど
の
池
も
あ
り
、

深
川
名
物
と
も
言
わ
れ
た
大
き
な
松
の
木
が

あ
る
広
大
な
屋
敷
で
あ
っ
た
」
と
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。『
靴
が
鳴
る　

清
水
か
つ
ら

童
謡
詩
集
』（
ネ
ッ
ト
武
蔵
野　

二
〇
〇
八
）

で
は
、
清
水
家
が
こ
の
よ
う
な
大
き
な
邸
宅

を
持
っ
て
い
る
わ
け
も
な
く
伝
聞
に
過
ぎ
な

い
と
評
し
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
殿
様
で

あ
る
土
屋
家
の
屋
敷
の
こ
と
を
指
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
四
歳
の
時
に
両
親
が
離
縁

し
た
た
め
本
郷
区
へ
引
っ
越
し
、
関
東
大
震

災
の
後
、
父
の
再
婚
相
手
の
実
家
の
あ
る
埼

玉
県
北
足
立
郡
新
倉
村
（
現
和
光
市
）
へ
避

難
、
そ
の
後
白
子
村
へ
転
居
し
て
昭
和
二
六

年
（
一
九
五
一
）
に
五
一
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
住
ん
で
い
ま
し
た
。

明
治
初
年
の
江
東
区
域
の
土
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
今
回
は
旧
大
名
家
の
邸
宅
が

あ
り
、
旧
藩
士
と
と
も
に
生
活
を
し
て
い
た

痕
跡
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。

（
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館　副

館
長　

龍
澤　

潤
）

明
治
期
の
旧
大
名
家
邸
宅

〜
土
屋
家
下
屋
敷
と
清
水
か
つ
ら
〜

土屋家邸東端の現況（森下5丁目）

白子橋の「靴が鳴る」歌詞レリーフ
（和光市白子）



元
佐
倉
道
と
は

絵
図
に
見
る
竪
川
周
辺

5

江
戸
時
代
、
佐
倉
道
と
い
う
と
一
般
的
に

は
「
水み

と戸
佐さ

倉く
ら

道み
ち

」
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ

の
道
は
、
日
本
橋
か
ら
北
へ
向
か
い
最
初
の

宿
場
千
住
宿
で
日
光
街
道
と
分
か
れ
、
水
戸

街
道
と
と
も
に
北
東
へ
向
か
っ
て
進
む
た

め
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
次
の
宿
場
新に

い

宿じ
ゅ
く（

葛
飾
区
）

で
水
戸
街
道
か
ら
南
東
方
向
に
分
か
れ
佐
倉

道
と
な
り
、
市
川
・
八
幡
を
経
て
下し

も

総う
さ
の
く
に国

佐

倉
（
千
葉
県
佐
倉
市
）
に
向
か
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
は
こ
れ
と
は
別
に

「
元も

と

佐さ

倉く
ら

道み
ち

」と
呼
ば
れ
た
道
が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
8
年
（
1
8
7
5
）
に
名
称
が
千
葉
街

道
と
改
め
ら
れ
た
こ
の
道
は
、
竪た

て
か
わ川

に
沿
っ

て
、
そ
の
北
岸
を
東
西
に
走
り
、
中
川
を
逆

井
の
渡
し
で
西
小
松
川
（
江
戸
川
区
）
へ
渡

り
小
岩
へ
通
じ
る
道
で
す
。
推
測
す
る
に
、

新
宿
経
由
で
佐
倉
に
向
か
う
水
戸
佐
倉
道
が

江
戸
時
代
中
期
以
降
に
佐
倉
道
と
し
て
定
着

す
る
と
元
佐
倉
道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
前

は
元
佐
倉
道
が
房
総
方
面
に
向
か
う
主
た
る

街
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

そ
こ
で
、
絵
図
に
描
か
れ
た
元
佐
倉
道
お

よ
び
そ
の
周
辺
の
様
子
を
中
心
に
、
元
佐
倉

道
や
竪
川
に
関
す
る
若
干
の
考
察
を
加
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

17
世
紀
後
半
の
「
さ
く
ら
ミ
ち
」

ま
ず
、
延
宝
8
年
（
1
6
8
0
）
に
江
戸

を
い
く
つ
か
に
分
割
し
て
描
い
た
『
江え

ど戸
方ほ

う

角が
く

安あ
ん
け
ん見

図ず

』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
を
見

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

直
ぐ
南
を
走
る
竪
川
は
、
万
治
2
年

（
1
6
5
9
）
に
幕
府
の
命
を
受
け
た
本
所

奉
行
の
徳
山
五
兵
衛
と
山
崎
四
郎
左
衛
門
に

よ
っ
て
開
削
さ
れ
た
川
で
、
絵
図
は
そ
の
21

年
後
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
か
、「
亀
井
戸
」（
亀
戸
）
の

項
に
は
「
新
川
五
ツ
メ
橋
通
り
」「
新
川
六

つ
め
は
し
」
と
「
新
川
」
の
記
述
が
見
ら
れ

ま
す
。

こ
の「
新
川
」
の
表
現
は
、
川
の
名
称
と
は

限
ら
ず
、「
新
し
い
川
」
程
度
の
意
味
合
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、絵
図
を
見
る
限
り
、当
時
「
竪

川
」
の
名
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で

き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
川
沿
い

を
中
川
方
面
（
東

方
向
）
に
向
か
う

と
「
総
州　

さ
く

ら
海
道
」「
し
も

お
さ　

さ
く
ら
ミ

ち
」（
図
1
）
と

の
記
述
が
見
え
る

こ
と
か
ら
、
17
世

紀
後
半
の
こ
の
道

は
元
佐
倉
道
で
は
な
く
、
佐
倉
道
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
も
、「
五
ツ
メ

は
し
」（
五
の
橋
）を
挟
ん
だ
川
の
両
側
に
は
、

「
日
本
橋
よ
り
一
里
塚
」
と
の
記
述
も
見
え
、

当
時
、
下
総
佐
倉
方
面
へ
の
主
要
道
で
あ
っ

た
こ
と
を
窺
わ
せ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
両
国
橋
で
隅
田
川
を
東
に

渡
る
と
、
そ
の
や
や
南
に
流
れ
る
竪
川
に

は
「
一
ツ
め
の
は
し
」（
一
の
橋
）
が
架
け

ら
れ
、
中
川
方

面
（
東
方
向
）

に
向
か
っ
て
順

次
「
六
ツ
め
の

は
し
」（
六
の

橋
）
ま
で
架
け

ら
れ
て
い
ま

す
。
興
味
深
い

の
は
、
そ
の
う

ち
の
「
四
ツ
め

の
は
し
」（
四

の
橋
）
と
「
五

ツ
メ
は
し
」（
五

の
橋
）
の
間
を

南
北
に
流
れ
る

十
間
川
（
横
十

間
川
）
を
挟
ん
で
、
竪
川
両
岸
の
景
観
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
で
す
。

四
つ
め
橋
と
五
つ
め
橋
の
間

両
橋
の
間
を
流
れ
る
十
間
川
は
、
図
1
で

は
西
側
に
、
図
2
で
は
東
側
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。
二
つ
の
図
は
こ
の
川
で
分
け
て
描
か

れ
て
い
ま
す
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
連
続
し

た
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
両
図
を
見
る
と
、
同
河
川
の
西

側
を
描
い
た
図
2
は
十
間
川
ま
で
町
場
が
展

開
し
、
東
側
を
描
い
た
図
1
は
若
干
の
武
家

地
が
あ
る
も
の
の
、
町
場
は
見
ら
れ
ず
亀
戸

村
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

開
削
後
、
わ
ず
か
20
年
余
の
こ
の
時
期
、

十
間
川
を
境
に
す
で
に
そ
の
景
観
に
は
大
き

な
違
い
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
し
か
も
、
佐
倉
道
を
記
し
た
「
総
州　

さ
く
ら
海
道
」「
し
も
お
さ　

さ
く
ら
ミ
ち
」

の
い
ず
れ
の
記
述
も
十
間
川
の
東
側
で
あ

り
、
西
側
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
絵
図
を
見
る
限
り
、
十
間
川
を
境
に
、

町
場
と
村
と
い
う
異
な
る
空
間
が
竪
川
（
佐

倉
道
）
両
岸
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
、
文
政
11
年
（
1
8
2
8
）

成
立
の
『
新し

ん
ぺ
ん編

武む

蔵さ
し

風ふ

ど

き
土
記
稿こ

う

』
に
は
、
亀

戸
村
の
項
に
「
村
の
南

み
な
み
よ
り寄

竪
川
に
邊
せ
る
往お

う

来ら
い

を
元
佐
倉
道
と
云い

う

」
と
の
記
述
が
あ
り
、

村
で
は
「
元
佐
倉
道
」
と
の
認
識
を
持
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

江
戸
中
期
以
降
、
水
戸
佐
倉
道
が
成
立
し

た
こ
と
で
「
元も

と

」
が
付
い
た
と
す
れ
ば
、
い

つ
頃
か
ら
な
の
か
。
佐
倉
道
へ
の
興
味
は
尽

き
ま
せ
ん
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

図1　江戸方角安見図（部分）

図2　江戸方角安見図（部分）

（
十
間
川
）

（
十
間
川
）

し も お さ さ く ら ミ ち

五 ツ メ は し

四 ツ め の は し

一里塚

（竪川）

（竪川）



閻
魔
堂
橋・黒
亀
橋・

　
　富
岡
橋
と
そ
の
道
筋

閻
魔
堂
橋・黒
亀
橋・

　
　富
岡
橋
と
そ
の
道
筋

江
東

6

古
道

の

をゆ
く

6

今
回
は
、
油
堀
に
架
け
ら
れ
て
い
た
閻
魔

堂
橋
・
黒
亀
橋
・
富
岡
橋
に
注
目
し
な
が
ら
、

三
つ
の
橋
を
通
る
道
筋
の
変
遷
を
追
い
か
け

て
み
ま
す
。

「
閻
魔
堂
橋
」
で
知
ら
れ
た
富
岡
橋

歌
舞
伎
の
舞
台
と
し
て
有
名
な
閻
魔
堂
橋

の
本
銘
が
富
岡
橋
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

本
誌
2
7
8
号
で
触
れ
ま
し
た
。
そ
の
位

置
は
図
1
の「
本
所
深
川
絵
図
」（
嘉
永
5
年
・

1
8
5
2
）
で
確
認
で
き
ま
す
。

富
岡
橋
北
側
の
道
（
①
）
は
、寺
町
を
通
っ

て
仙
台
堀
の
海
辺
橋
に
至
り
、
霊
巌
寺
を
通

り
過
ぎ
て
小
名
木
川
の
高
橋
を
渡
れ
ば
森
下

を
経
て
竪
川
の
二
之
橋
へ
と
至
り
ま
す
。
一

方
、
南
側
の
道
（
②
）
は
一
色
町
と
黒
江
町

の
間
を
通
り
、
奥
川
橋
を
渡
っ
て
奥
川
町
に

至
り
、
堀
割
に
沿
っ
て
行
け
ば
永
代
橋
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
富
岡
橋
の
道

筋
は
深
川
を
縦
断
す
る
幹
線
道
で
し
た
。

図
1
か
ら
1
8
0
年
ほ
ど
前
の
様
子
を

描
い
た
図
2
「
深
川
総
画
図
」（
万
治
元
年
・

1
6
5
8
〜
天
和
2
年
・
1
6
8
2
）
を

見
る
と
寺
町
の
前
を
通
る
道
（
①
）
が
見
え

ま
す
。
こ
の
道
が
図
1
に
見
え
る
富
岡
橋
よ

り
北
方
向
の
道
に
あ
た
り
ま
す
。
寺
町
の
寺

院
の
う
ち
増
林
寺
・
海
福
寺
は
寛
永
5
年

（
1
6
2
8
）
の
創
建
で
あ
り
、
ま
た
こ
の

道
の
南
に
位
置
す
る
富
岡
八
幡
宮
の
創
建
が

寛
永
4
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
は
寛
永
4

年
頃
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

寛
永
18
年
（
1
6
4
1
）、
こ
の
道
と
深

川
猟
師
町
（
寛
永
6
年
成
立
）
と
に
挟
ま
れ

た
地
に
木
置
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
図
2

の
道
（
①
）
の
西
側
に
広
が
る
碁
盤
の
目
の

よ
う
な
堀
割
は
木
置
場
の
入
堀
で
す
。
元
禄

12
年
（
1
6
9
9
）、
木
置
場
の
地
は
幕
府

に
召
し
上
げ
ら
れ
、
町
場
化
し
て
元
木
場
と

呼
ば
れ
ま
す
。
木
置
場
は
一
時
猿
江
に
移
転

後
、
元
禄
14
年
に
現
在
の
木
場
公
園
の
辺
り

へ
と
移
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
木
材
運
搬

の
必
要
上
か
ら
、
木
場
と
隅
田
川
と
を
接
続

す
る
た
め
に
元
木
場
の
入
堀
を
活
か
し
て
仙

台
堀
と
油
堀
が
開
削
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は

本
誌
2
8
1
号
「
絵
図
か
ら
読
み
解
く
元

木
場
の
景
観
」）。

開
削
に
よ
り
仙
台
堀
と
油
堀
は
道
（
①
）

と
交
差
し
ま
す
。
仙
台
堀
と
の
交
差
地
点
に

あ
た
る
海
辺
橋
は
元
禄
末
に
幕
府
に
よ
っ
て

架
け
ら
れ
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
こ
と
か

ら
（「
町
方
書
上
」）、
元
禄
12
年
の
仙
台
堀

開
削
の
際
に
架
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
な
る
と
油
堀
開
削
と
道
の
延
伸
に
と
も

な
い
、
富
岡
橋
も
同
じ
頃
に
幕
府
に
よ
っ
て

架
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

明
治
に
入
り
、
富
岡
橋
は
明
治
6
年

（
1
8
7
3
）
7
月
に
架
け
替
え
ら
れ
ま
す
が

（
木
橋
）、
明
治
19
年
の
図
3
「
東
京
実
測
全

図	

七
幀
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
を
見

て
も
橋
の
位
置
や
道
筋
は
江
戸
時
代
と
ほ
ぼ

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

東
京
市
区
改
正
と
黒
亀
橋

図
4
の
国
土
地
理
院
発
行
の
一
万
分

の
一
地
形
図
「
日
本
橋
」（
明
治
43
年
・

1
9
1
0
）
を
見
る
と
、
富
岡
橋
は
撤
去
さ

れ
、
そ
の
東
南
側
に
黒
亀
橋
が
新
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

黒
亀
橋
か
ら
北
方
向
の
道
（
①
）
は
寺

町
の
一
部
に
新
設
し
て
江
戸
時
代
以
来
の
道

へ
合
流
し
て
い
ま
す
。
一
方
の
南
方
向
の
道

（
②
）
は
、
黒
江
川
埋
め
立
て
地
を
ま
っ
す

ぐ
に
伸
び
て
、
黒
江
川
に
架
か
っ
て
い
た
八

1

2

油堀油堀

富岡橋富岡橋
奥川橋奥川橋

図1図1

油堀油堀

仙台堀仙台堀 海辺橋海辺橋

1

（油堀）（油堀）

（富岡橋）（富岡橋）

富岡八幡宮富岡八幡宮図2図2

（仙台堀）（仙台堀）
（海辺橋）（海辺橋）

木
置
場

（
元
木
場
）

木
置
場

（
元
木
場
） 寺

　
　町

寺
　
　町

富岡橋富岡橋

黒江川黒江川

図3図3

（富岡橋）（富岡橋）

亀住町
停留場
亀住町
停留場

黒亀橋黒亀橋

（八幡橋）（八幡橋）

図4図4

1

3
2



7

幡
橋
の
跡
地
辺
り
で
現
在
の
永
代
通
り
に
あ

た
る
富
岡
門
前
仲
町
通
り
に
接
続
し
て
い
ま

す
。こ

の
道
筋
は
、
明
治
22
年
5
月
20
日
告

示
の
東
京
市
区
改
正
設
計
に
よ
り
「
深
川
八

幡
橋
際
埋
立
地
ヨ
リ
富
岡
橋
東
新
架
橋
及
海

辺
橋
高
橋
ヲ
経
テ
二
ノ
橋
通
リ
番
場
町
大
川

端
ニ
至
ル
ノ
路
線
」
と
し
て
計
画
さ
れ
た
第

三
等
道
路
で
、
在
来
道
を
西
側
へ
拡
げ
て
10

間
幅
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
32
年
8
月
に
は

黒
江
町
―
亀
住
町
間
の
仮
橋
新
設
が
予
定
さ

れ
、
後
に
事
業
速
成
の
た
め
に
計
画
縮
小
さ

れ
た
明
治
36
年
3
月
31
日
告
示
の
新
設
計
で

は
「
深
川
福
住
町
第
二
等
線
ヨ
リ
黒
亀
橋
海

辺
橋
及
高
橋
ヲ
経
テ
二
ノ
橋
通
リ
番
場
町
ニ

至
リ
左
折
シ
テ
厩
橋
外
ニ
至
ル
ノ
路
線
」
と

あ
る
の
で
、
新
設
計
告
示
ま
で
に
は
黒
亀
橋

が
架
け
ら
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
明
治
34
年

5
月
に
富
岡
橋
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
深
川
を
縦
断
す
る
幹
線
道
の
役
割
は
黒

亀
橋
道
筋
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
37
年
5
月
に
は
、
江
東
区
域
最
初
の

路
面
電
車
で
あ
る
東
京
市
街
鉄
道
の
茅
場
町

―
亀
住
町
間
が
開
業
し
、
亀
住
町
よ
り
北
方

向
は
明
治
41
年
6
月
に
開
通
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
区
改
正
事
業
で
は
富
岡
門
前

山
本
町
西
側
の
入
堀
を
埋
め
立
て
て
、
黒
亀

橋
か
ら
油
堀
に
沿
っ
て
富
岡
門
前
仲
町
通
り

に
至
る
幅
10
間
の
道
も
設
け
ら
れ
ま
し
た

（
③
）。

市
区
改
正
に
と
も
な
う
道
筋
の
変
更
と
路

面
電
車
の
開
通
は
、
東
京
中
心
部
と
の
連
絡

を
容
易
に
し
、
深
川
南
部
の
発
展
を
促
し
た

も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

震
災
復
興
と
富
岡
橋

大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
9
月
1
日
に
発

生
し
た
関
東
大
震
災
後
の
復
興
計
画
に
よ
り

道
の
様
子
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
図
5
は

大
正
14
、
15
年
に
議
決
さ
れ
た
換
地
位
置
決

定
図
で
す
（
第
58
地
区
と
第
59
地
区
を
合
成
。

『
帝
都
復
興
区
劃
整
理
誌
』
第
三
編
各
説
第

四
巻
、
東
京
市
役
所
、
昭
和
7
年
）。
道
の

う
ち
斜
線
部
分
は
在
来
道
の
道
敷
で
、
黒
塗

り
部
分
は
新
設
・
拡
幅
し
た
所
で
す
。

黒
亀
橋
道
筋
（
図
4
①
②
の
在
来
電
車
通

り
）
は
、
復
興
道
路
の
幹
線
街
路
第
10
号
線

と
第
27
号
線
と
に
分
割
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
号
線
は
江
東
通
り
と
呼
ば
れ
（
現
清

澄
通
り
）、
大
島
川
（
現
大
横
川
）
の
黒
船

橋
よ
り
門
前
仲
町
を
経
て
亀
住
町
に
至
り
在

来
電
車
通
り
と
合
流
し
て
海
辺
橋
方
向
へ
行

く
道
で
す
。
黒
船
橋
か
ら
亀
住
町
ま
で
は
幅

33
m
、
亀
住
町
か
ら
海
辺
橋
ま
で
は
幅
25
m

と
さ
れ
、
黒
船
橋
か
ら
油
堀
川
に
新
設
さ
れ

た
富
岡
橋
ま
で
は
在
来
道
を
両
側
に
拡
げ
、

富
岡
橋
か
ら
在
来
電
車
通
り
へ
の
合
流
点
ま

で
は
新
設
、
そ
れ
よ
り
北
は
西
側
に
拡
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
新
設
部
に
あ
た
る
寺
町
は
さ

ら
に
東
へ
と
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
の
第
27
号
線
は
福
砂
通
り
と
呼
ば
れ

（
現
葛
西
橋
通
り
）、
幹
線
第
3
号
線
（
現
永

代
通
り
）
か
ら
東
北
へ
分
か
れ
、
黒
亀
橋
ま

で
は
在
来
電
車
通
り
を
北
側
へ
拡
げ
、
黒
亀

橋
以
東
は
新
設
さ
れ
た
幅
22
m
の
道
で
す
。

焼
失
し
た
黒
亀
橋
は
昭
和
2
年（
1
9
2
7
）

11
月
（
左
絵
葉
書
、
個
人
蔵
）、
新
設
の
富
岡

橋
は
昭
和
4
年
3
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
昭

和
5
年
3
月
1
日
に
は
、
黒
亀
橋
を
通
っ
て

い
た
市
電
の
軌
道
が
富
岡
橋
を
経
て
門
前
仲

町
へ
と
至
る

ル
ー
ト
へ
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
深

川
を
縦
断
す
る

幹
線
道
の
役
割

は
富
岡
橋
を
通

る
第
10
号
線
が

担
う
こ
と
と
な

り
、
黒
亀
橋
を

通
る
第
27
号
線
は
深
川
東
部
や
砂
町
と
永
代

橋
を
連
絡
す
る
道
と
な
っ
た
の
で
す
。

油
堀
川
埋
め
立
て

昭
和
49
〜

52
年
度
に
か

け
て
油
堀
川

は
埋
め
立
て

ら
れ
ま
す
。

下
の
写
真
は

昭
和
49
年
4

月
に
富
岡
橋

を
北
方
向
に

撮
影
し
た
も

の
で
す
。
中
央
奥
に
見
え
る
大
き
な
建
物
は

深
川
住
宅
（
深
川
1
）
で
、
そ
の
左
側
に
小

さ
く
黒
亀
橋
が
写
っ
て
い
ま
す
。

埋
め
立
て
に
よ
り
二
つ
の
橋
は
無
く
な
り

ま
し
た
が
、
油
堀
川
公
園
内
に
保
存
さ
れ
て

い
る
富
岡
橋
の
親
柱
が
震
災
復
興
の
名
残
を

と
ど
め
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

栗
原　

修
）

（富岡橋）（富岡橋）

（富岡橋・閻魔堂橋）（富岡橋・閻魔堂橋）

（黒亀橋）（黒亀橋）

葛西橋通り葛西橋通り

図6図6

清
澄
通
り

清
澄
通
り

（
江
戸
時
代
の
道
筋
）

（
江
戸
時
代
の
道
筋
）

海辺橋海辺橋

油堀川油堀川

富岡橋富岡橋

黒亀橋黒亀橋

10号10号

10号10号

10号10号 3号3号

3号3号

27号27号

27号27号

図5図5



深
川
六
間
堀
の
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跡

深
川
六
間
堀
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　痕
跡

江
東
歴
史
紀
行

8

【
1
9
5
5
年
の
写
真
】

こ
の
夏
、
中
川
船
番
所
資
料
館
で
開
催

し
た
企
画
展
「
古
写
真
に
見
る
江
東
の
昭

和
」
で
、［
図
1
］
の
よ
う
な
写
真
を
展
示

し
ま
し
た
。
撮
影
さ
れ
た
の
は
昭
和
30
年

（
1
9
5
5
）
頃
。
左
右
に
走
る
道
路
、
そ

の
周
囲
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
土
地

の
よ
う
で
、
瓦が

礫れ
き

が
散
乱
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
所
は
新
大
橋
通
り
、
森
下
1
丁
目

と
新
大
橋
3
丁
目
の
境
に
あ
た
り
ま
す
。
こ

の
場
所
の
現
在
の
よ
う
す
を
と
ら
え
た
の
が

［
図
2
］
で
、
や
や
道
路
が
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
「
盛
り
上
が
り
」
は
北
之
橋
と
い
う

橋
の
跡
で
、
こ
の
下
を
六
間
堀
が
流
れ
て
い

ま
し
た
。

【
六
間
堀
】

六
間
堀
は
、
大
変
古
い
運
河
で
す
。
す
ぐ

西
側
の
隅
田
川
沿
岸
の
蛇
行
と
平
行
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
川
の
あ
た
り
ま

で
が
陸
と
沼
・
池
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
の

で
、
隅
田
川
沿
岸
を
整
備
し
た
と
き
に
埋
め

残
し
て
運
河
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

江
戸
幕
府
が
ま
と
め
た
『（
江
戸
）
町
方

書
上
』（
文
政
11
年　

1
8
2
8
）
の
「
深

川
六
間
堀
町
」
に
は
、
六
間
堀
町
は
慶
長
元

年
（
1
5
9
6
）
に
開
発
さ
れ
た
深
川
村
の

「
分
郷
六
間
堀
」
と
し
て
成
立
し
た
と
伝
え
、

江
戸
初
頭
に
は
す
で
に
六
間
堀
の
名
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
六
間
堀
は
、

川
幅
6
間
（
約
10
・
8
m
）
で
竪た

て
か
わ川

か
ら

小
名
木
川
へ
流
れ
、
開
削
の
年
代
は
不
明
と

な
っ
て
い
ま
す
。

小
名
木
川
は
家
康
の
江
戸
入
府
と
同
時
期

に
開
削
さ
れ

た
運
河
で
す

が
、
竪
川
は

明
暦
の
大
火

後
に
開
か
れ

た
運
河
な
の

で
、
六
間
堀

が
開
か
れ
た

頃
は
な
か
っ

た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
初

め
か
ら
竪
川
と
小
名
木
川
を
結
ぶ
運
河
だ
っ

た
の
で
は
な
く
、
小
名
木
川
の
支
流
と
し
て

船
の
繋
留
場
所
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
北
之
橋
】

六
間
堀
に
は
山
城
橋
・
北
之
橋
・
中
之
橋
・

猿
子
橋
と
い
っ
た
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
し

た
。『
町
方
書
上
』
に
は
六
間
堀
町
の
北
側

に
架
か
り
、
本
所
か
ら
新
大
橋
の
方
へ
通
行

す
る
場
所
に
架
か
っ
て
い
る
、
と
記
し
て
い

ま
す
。
残
念
な
が
ら
架
橋
年
代
は
不
明
で
す
。

［
図
3
］
は
江
戸
時
代
の
六
間
堀
と
北
之
橋

の
位
置
を
示
し
て
い
ま
す
。
橋
を
通
る
道
路

が
、
現
在
の
新
大
橋
通
り
に
発
展
し
ま
し
た
。

【
埋
め
立
て
ら
れ
た
六
間
堀
】

も
う
一
度
［
図
1
］
を
。
こ
の
川
が
埋
め

立
て
ら
れ
た
の
は
、
太
平
洋
戦
争
の
空
襲
で

破
壊
さ
れ
た
街
に
広
が
る
瓦
礫
を
処
理
す
る

た
め
に
、
こ
の
六
間
堀
が
利
用
さ
れ
、
埋
め

立
て
ら
れ
、
昭
和
26
年
（
1
9
5
1
）
に
埋

め
立
て
が
完
了
し
ま
し
た
。［
図
1
］
で
は

も
と
は
川
沿
い
に
等
間
隔
に
設
置
さ
れ
て
い

た
柵
の
柱
を
、
橋
の
下
の
埋
立
て
を
囲
む
よ

う
に
移
設
し
て
、
人
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

堀
に
架
か
っ
て
い
た
橋
の
跡
は
、
ど
こ
も

盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め

て
い
ま
す
。
川
だ
っ
た
と
こ
ろ
は
住
宅
の
家

並
み
に
、
ま
た
新
大
橋
3
丁
目
か
ら
墨
田
区

に
か
け
て
の
住
宅
地
に
は
、
か
つ
て
の
護
岸

が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
川
の
存

在
を
伝
え
て
い
ま
す
。

【
戦
争
の
痕
跡
】

六
間
堀
は
決
し
て
大
き
な
運
河
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
小
名
木
川
や
後
に
開
か
れ

た
竪
川
の
通
船
が
順
調
で
あ
る
よ
う
に
と
、

そ
の
繋
留
や
一
時
的
な
荷
揚
げ
（
河
岸
の
機

能
）、
混
雑
時
の
船
の
退
避
な
ど
を
見
込
ん

で
開
か
れ
、
関
東
全
域
に
つ
な
が
る
小
名
木

川
の
水
運
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
の
時
代
も
水
運
は
物
資
輸
送

の
主
体
で
し
た
が
、
戦
災
に
よ
る
大
量
の
瓦

礫
処
理
の
た
め
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。［
図

1
］
は
戦
後
10
年
た
っ
た
頃
に
残
る
、
戦
争

の
痕
跡
で
も
あ
り
ま
す
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館　

久
染
健
夫
）

［図1］北之橋

［図2］図1の現在

［図3］『本所深川絵図』（文久2　1862年） ○印 北之橋

竪川
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六
間
堀


